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ブ ル ー ベ リ ー の 主 要 な 栽 培 種 の 一 つ で あ る 4 倍 体 種 （ 4 x） の Va c c i n i um 
c o r y m b o s u m（ ハ イ ブ ッ シ ュブ ルー ベ リ ー；以 下、H B と 表 記 す る ）は 、寒 冷 地
の 気 候 に 適 合 し 、 温暖 地 で の 経済 栽 培 は 困 難 で あ る。 そ こ で 米国 で は 、 南 部 に
自 生 す る 野 生 種 V.  d a r r o w i（ 2 x）と の 種 間 雑 種を 作 出 し、こ れを 端 緒 と し て 温
暖 地 に 向 く H B の 開 発 に 成 功 し た 。 一 方 、 日 本 に は 亜 熱 帯 地 域 に 自 生 す る V.  
b o n i n e n s e（ ム ニ ン シ ャ シ ャ ンボ）な ど 多 様 な Va c c i n i u m 属 野 生 種 が 1 9 種 存 在
し 、 日 本 の 環 境 条 件に 適 合 す る新 し い ブ ル ー ベ リ ー品 種 を 開 発す る た め の 育 種
素 材 と し て 有 望 で ある 。 し か し、 野 生 種 に 関 し て は遺 伝 的 類 縁関 係 や 交 雑 親 和
性 な ど の 知 見 が 少 ない た め 、育 種素 材 と し て 活 用 で きな い 。そこ で本 論 文 で は 、
日 本 在 来 野 生 種 の 育種 的 利 用 を目 指 し て 、 Va c c i n i u m 属 種 の 遺 伝 的 類 縁 関 係 、
倍 数 性 レ ベ ル お よ び種 間 雑 種 に関 し て 基 礎 的 研 究 を行 い 、 以 下の 知 見 を 得 た 。  
 
１ ．日 本 在 来 野 生 種 1 5 種 を 含 めた Va c c i n i u m 属 2 2 種 に つ い て 、H B で 開 発
さ れ た S S R マ ー カ ー 1 2 種 類 を 用 い て 多 型 解 析 を 行っ た 。 そ の結 果 、 全 組 合 せ
（ 2 6 4） の う ち 9 4％ で 推 定 ア リル を 検 出 で き 、 多 型デ ー タ に 基づ い て 作 成 し た
樹 形 図 で は 各 種 の 分布 が 従 来 の形 態 学 的 分 類 と 概 ね一 致 し た 。ま た 、 多 型 解 析
で 検 出 さ れ た 最 大 アリ ル 数 を もと に 各 種 の 倍 数 性 レベ ル を 推 定し た と こ ろ 、 2 1
種 で フ ロ ー サ イ ト メト リ ー ま たは 既 報 の デ ー タ と 一致 し た 。こ れら の こ と か ら、
H B の S S R マ ー カ ー が 広 範 な Va c c i n i u m 属 種 の 多 型 解 析 に有 効 であ り 、類 縁 関
係 や 倍 数 性 レ ベ ル の評 価 に 有 用で あ る こ と が わ か った 。  
２ ．ブ ル ー ベ リー と 日 本 在 来野 生種 を 含 め た Va c c i n i u m 属 8 種 類 の 交 雑 能 力
を 評 価 す る た め 、 総 当 た り の 正 逆 交 配 を 行 っ た 。 ブ ル ー ベ リ ー で は H B と V.  
v i r g a t u m（ ラ ビ ッ ト ア イ ブ ル ーベ リ ー 、 6 x）の 2 種 間 で 交 配 を行 い 、正 逆 ど ち
ら の 交 配 で も 種 間 雑種 が 得 ら れた 。 ブ ル ー ベ リ ー 2 種 と 野 生 種 等 6 種 類 （ 2 x）
の 間 で は 2 4 組 合 せ の 交 配 を 行 い、 1 組 合 せ（ T O - 3 0 3×H B）で のみ 雑 種 が 得 ら
れ た 。 T O- 3 0 3（ 2 x） は 米 国 野 生種 間 の 雑 種 （ V.  d a r r o w i  ×V.  e l l i o t t i i  ） で あ
り 、 T O - 3 0 3×H B の 交 配 は 倍 数性 レ ベ ル の 異 な る 組合 せ で あ った 。 野 生 種 等 6
種 類 間 で は 3 0 組 合 せ の 交 配 を 行い 、 8 組 合 せ で 雑 種 が 得 ら れ た 。こ の う ち の 3
組 合 せ は 、T O - 3 0 3 を 種 子 親 と し、 T O- 3 0 3 の 両 親 種 と は 節 の 異 なる 日 本 の 野 生
種 3 種 を 花 粉 親 と す る 雑 種で あっ た 。 こ れ ら の 結 果か ら 、 ブ ルー ベ リ ー 2 種 の
よ う に 同 じ 節 で 倍 数性 レ ベ ル が近 い 種 間 で は 比 較 的雑 種 を 得 やす い こ と 、 ブ ル
ー ベ リ ー と 日 本の 2 倍 体 野 生 種の よ う に 節 や 倍 数 性レ ベ ル が 異な る 種 間 で は 雑
種 作 出 が 著 し く 困 難で あ る こ とが 明 ら か と な っ た。ま た、種 間 交雑 の 成 否 に は 、
類 縁 関 係 の 遠 近 よ りも 倍 数 性 レベ ル の 相 違 が 大 き く影 響 す る こと が 示 唆 さ れ た。
一 方 、 T O- 3 0 3 の よ う に 、 節 や 倍 数 性 レ ベ ル を 超 え て 広 範 な 交 雑 能 力 を 有 す る
素 材 が あ る こ と を 発見 し た 。 また 、 作 出 さ れ た 雑 種は い ず れ も種 々 の 有 用 な 特
性 を 有 す る も の の 、概 し て 稔 性が 低 く 、 育 種 素 材 とし て 用 い るた め に は 稔 性 回
復 が 課 題 と な る こ とが わ か っ た。  
３ ． 倍 数 性 レ ベ ル の相 違 に よ る交 雑 不 稔 や 雑 種 の 低稔 性 の 問 題を 解 決 す る た
め 、 Va c c i n i u m 属 植 物 の 倍 数 体を 効 率 的 に 作 出 す る手 法 の 確 立を 目 指 し た 。 ブ
ル ー ベ リ ー で 開 発 され た i n  v i t r o コ ル ヒ チ ン 処 理 法 を V.  b o n i ne n s e お よ び そ の
種 間 雑 種 に 用 い た 結果 、 ど ち らに お い て も 倍 数 体 また は 倍 数 性キ メ ラ を 作 出 す
る こ と が で き た。本 論 文 お よ び既 報 に お い て 、本 手 法 は Va c c i n iu m 属 の 複 数 の
種 の 倍 数 体 を 高 効 率（ 5 . 6～ 5 0 . 0％ ）で 作 出 で き た こ と か ら 、汎用的 に 使 え る 手
法 で あ る と 考 え ら れた 。 ま た 、作 出 さ れ た 倍 数 体 につ い て は 、正 常 な 稔 性 を も
つ 個 体 が あ っ た こ とか ら 、 育 種素 材 と し て 利 用 で きる と 考 え られ た 。  
 
以 上 の 結 果 を も と に、 日 本 の 2 倍 体 野 生 種 と H B と の 種 間 交 雑を 成 功 さ せ る
た め の 3 つ の 方 法 論 を 提 案 し た。一 つ 目 は 、野 生 種 の倍 数 体（ 4x）を 作 出 し て
H B と の 交 雑 に 用 い る 方 法で あ る。i n  v i t r o コ ル ヒ チ ン 処 理 法に よっ て 大 規 模 な
倍 数 体 集 団 を 作 出 すれ ば 、 ブ ルー ベ リ ー と の 交 雑 能力 を 有 す る倍 数 体 が 得 ら れ
る と 考 え ら れ る 。 二 つ 目 は 、 T O-3 0 3 を 橋 渡 し 植 物 に 用 い る 、 す な わ ち 、 ま ず
T O - 3 0 3 と 野 生 種 と の 雑 種 を 作 出し 、 次 い で こ の 雑 種 と H B と を 交 雑 す る 方 法
で あ る 。 本 論 文 で 作出 し た T O- 3 0 3 と 野 生 種 の 雑 種 （ 2 x） は い ず れ も 不 稔 で あ
っ た が 、 よ り 多 く の雑 種 個 体 を作 出 す る こ と で 交 雑能 力 を 持 つ個 体 が 得 ら れ る
可 能 性 が あ る 。 三 つ目 は 、 こ の雑 種 個 体 が 不 稔 で あっ た 場 合 に、 コ ル ヒ チ ン 処
理 で 複 二 倍 体 化 し 、稔 性 回 復 させ る 方 法 で あ る 。  
 
